
■
北
海
道
・
東
北

■
関
　
西

■
中
国
・
四
国

■
九
州
・
沖
縄

■
信
越
・
東
海
・
北
陸

■
関
　
東

６ブロックの観光トピック観光立国は地域から

栃
木
県

月
２
日
に
夜
景
観
光
サ
ミ
ッ
ト

千
葉
県

ポ
ニ
ー
と
包
括
連
携
協
定

長
生
村

静
岡
県
食
と
温
泉
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

三
重
県
忍
者
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

新
潟
県
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フ
ェ
ア
」を
開
催

高
松
　

新
施
設
開
業
へ
、散
策
も
魅
力

北
海
道
サ
ウ
ナ
を
巡
る
パ
ス
ポ
ー
ト

秋
田
県
冬
季
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実

京
都
府
「
二
条
城
ま
つ
り
」
月
ま
で

滋
賀
県
高
島
市
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

長
崎
市
観
光
エ
リ
ア
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
販
売

（９） 第３１９５号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１０月２３日（月曜日）

夜
景
が
有
名
な
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　
千
葉
県
唯
一
の
村
、
長
生
村
と
ポ
ニ

ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
は
、
シ
テ
ィ
・
移
住
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
振
興
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
推
進
に

関
し
て
相
互
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で

合
意
、
３
日
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。

　
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ニ
ー

キ
ャ
ニ
オ
ン
が
制
作
し
た
村
の
新
作
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
「
長
生
折
々
（
ち

ょ
う
せ
い
お
り
お
り
）
」
を
公
開
。

　
第
１
弾
は
村
に
実
際
に
移
住
し
た
３

組
の
実
話
を
も
と
に
し
た
動
画
で
、
移

住
し
て
自
分
の
進
む
未
来
を
見
つ
け
た

男
性
が
主
人
公
の
「
未
来
編
」
。
次
い

で
「
夢
編
」
「
家
族
編
」
を
順
次
公
開

す
る
。
「
村
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
移
住
・
定
住
促
進
を
図
る
」

と
し
て
い
る
。

　
長
生
村
は
九
十
九
里
浜
に
面
し
、
稲

作
や
野
菜
栽
培
、
酪
農
な
ど
が
盛
ん
。

九
十
九
里
浜
で
の
海
水
浴
の
ほ
か
、
夏

の
観
光
地
曳
網
な
ど
村
の
特
色
を
生
か

し
た
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
静
岡
県
は

月
１
日
、
同
県
が
誇
る

食
文
化
と
温
泉
文
化
を
国
内
外
に
発
信

す
る
「
ふ
じ
の
く
に
食
と
温
泉
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
沼
津
市
で
開
催
す
る
。

国
内
外
の
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
誘

客
を
図
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会

と
す
る
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
半
は
、
富
士
・
箱

根
・
伊
豆
国
際
学
会
会
長
の
五
條
堀
孝

氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
地
域
Ｄ
Ｎ
Ａ
か

ら
見
た
ポ
ス
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
～
食
と
温

泉
の
再
定
義
と
未
来
へ
の
挑
戦
～
」
を

行
う
。

　
後
半
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
食
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

の
食
文
化
の
守
り
育
て
方
を
探
る
。
温

泉
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ

れ
、
日
本
と
異
な
る
ス
タ
イ
ル
で
温
泉

が
活
用
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
温
泉
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
見
た
日
本
の
温
泉
の

可
能
性
を
発
信
す
る
。

ポ
ス
タ
ー

　「
新
潟
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」

が

月
３
日
に
新
潟
市
中
央
区
で
開
催

さ
れ
る
。
新
潟
県
内
の
観
光
や
物
産
を

情
報
発
信
し
て
い
る
新
潟
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
（
非
公
認
）
ニ
イ
ガ
タ
姉
さ

ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
県
内
の
日
本

酒
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
「
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
」
を
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
主
催
は
同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
。
入

場
は
無
料
だ
が
、
試
飲
は
前
売
券
２
千

円
、
当
日
券
２
５
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト

制
。
当
日
追
加
券
（
５
０
０
円
か
ら
）

を
購
入
す
れ
ば
お
か
わ
り
も
可
能
。
フ

ー
ド
ブ
ー
ス
も
出
店
さ
れ
る
。

　
同
時
開
催
さ
れ
る
「
ニ
イ
ガ
タ
姉
さ

ん
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
演
奏
や
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
す
る
。

TAKAMATSU ORNE（タカマツ　オルネ）の外観イメージ

　
秋
田
県
が
冬
季
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
で
の

樹
氷
観
賞
や
、
雪
と
戯
れ
る
動
物
た
ち

の
姿
を
見
る
「
雪
の
動
物
園
」
な
ど
。

　
樹
氷
観
賞
は
北
秋
田
市
の
森
吉
山
阿

仁
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ン
ド
ラ
下
車
す
ぐ
の

樹
氷
平
で
楽
し
め
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂

駅
舎
の
降
り
場
付
近
で
は
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
、
か
ん
じ
き
の
無
料
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
る
。
キ
ャ
ビ
ン
付
き
圧
雪
車
で

行
く
予
約
制
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
「
夜
の

樹
氷
観
賞
会
」
も
人
気
。
１
月
上
旬
か

ら
３
月
下
旬
ま
で
。

　
秋
田
市
の
大
森
山
動
物
園
で
は
、
冬

な
ら
で
は
の
動
物
た
ち
の
様
子
を
観
察

で
き
る
、
雪
の
動
物
園
限
定
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
や
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
な
ど
の
動
物
が
雪
と
戯
れ
、
走
り

回
る
姿
を
見
ら
れ
る
。
カ
ピ
バ
ラ
が
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
湯
に
漬
か
る
様
子
が

見
ら
れ
る「
カ
ピ
バ
ラ
の
湯
っ
こ
」や
、

雪
の
動
物
園
限
定
イ
ベ
ン
ト
の
ト
ナ
カ

イ
や
ポ
ニ
ー
の
園
内
散
歩
も
お
す
す
め

と
い
う
。
１
月
６
日
か
ら
２
月

日
の

土
、
日
、
祝
日
。

　
県
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
小
正
月
行
事

も
行
わ
れ
る
。
「
大
館
ア
メ
ッ
コ
市
」

（
大
館
市
）
は
、
約
４
０
０
年
前
か
ら

続
く
民
俗
行
事
で
毎
年
２
月
第
２
土
曜

日
と
そ
の
翌
日
に
開
催
。
こ
の
日
に
ア

メ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い

わ
れ
て
お
り
、
両
日
は
市
内
中
心
の

「
お
お
ま
ち
ハ
チ
公
通
り
」
に
多
く
の

ア
メ
売
り
屋
台
が
軒
を
連
ね
る
。

　
北
海
道
の
帯
広
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
は
、
「
〝
と
と
の
い
〟
の
聖
地

・
十
勝
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
十
勝
サ

国（
サ
ウ
ナ
協
和
国
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
。
域
内

の
施
設
で
利
用
で
き

る
入
浴
パ
ス
ポ
ー
ト
を
販
売
し
て
い

る
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
ロ

ウ
リ
ュ
が
楽
し
め
る

施
設
の
中
か
ら

４
施
設
が
利
用
で
き
る
日
帰
り
入
浴

用
。
利
用
期
間
は

月
１
日
か
ら
来
年

３
月

日
ま
で
。料
金
３
５
０
０
円
で
、

各
施
設
の
フ
ロ
ン
ト
や
、
と
か
ち
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
る
。

　
施
設
の
一
つ
「
ア
ヴ
ァ
ン
ト
」
（
湯

宿
く
っ
た
り
温
泉
レ
イ
ク
・
イ
ン
＝
新

得
町
）
は
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
で
体
を
温

め
た
後
、凍
っ
た
湖
の
穴
の
中
に
入
り
、

ほ
て
っ
た
体
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
も

ら
う
も
の
。
１
月

日
か
ら
３
月

日

ま
で
の
実
施
で
、
料
金
は
２
時
間
平
日

２
万
円
、
土
、
日
、
休
日
２
万
２
千
円

の
と
こ
ろ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参
で

％

引
き
に
な
る
。

　
「
食
文
化
、
気
温
、
景
観
な
ど
、
サ

ウ
ナ
の
本
場
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
十
勝
は

共
通
点
が
多
い
。
本
場
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

式
ロ
ウ
リ
ュ
や
〝
サ
活
〟
を
楽
し
め
る

施
設
が
集
結
し
て
い
る
。
十
勝
な
ら
で

は
の
サ
活
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た

い
」
と
同
協
会
。

　
ア
ヴ
ァ
ン
ト
の
ほ
か
の
サ
ウ
ナ
施
設

は
、
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
（
新
得

町
）
▽
十
勝
エ
ア
ポ
ー
ト
ス
パ
そ
ら

（
中
札
内
村
）
▽
十
勝
川
温
泉
観
月
苑

（
音
更
町
）
▽
十
勝
ま
き
ば
の
家
（
池

田
町
）
▽
十
勝
ガ
ー
デ
ン
ズ
ホ
テ
ル

（
帯
広
市
）
▽
ひ
ま
わ
り
温
泉
（
同
）

▽
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
―
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
―

帯
広
（
同
）
▽
森
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
北

海
道
ホ
テ
ル
（
同
）
▽
湯
宿
く
っ
た
り

温
泉
レ
イ
ク
・
イ
ン
（
新
得
町
）
▽
５

７
３
７
コ
ン
ナ
サ
ウ
ナ
（
帯
広
市
）
。

重
要
文
化
財
「
唐
門
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

　
滋
賀
プ
ラ
ス
・
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議

会
は

日
か
ら
、
高
島
市
で
「
ビ
ワ
イ

チ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ナ
ビ
―
Ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ａ

Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
―
」
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
琵

琶
湖
を
め
ぐ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

月

日
ま

で
。

　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
指
定

さ
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
と
１
ス
ポ
ッ

ト
に
つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き

る
。
３
ポ
イ
ン
ト
以
上
た
ま
る
と
Ａ
５

ラ
ン
ク
の
近
江
牛
や
う
な
ぎ
茶
漬
け
な

ど
、
同
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
に

応
募
可
能
。

　
マ
キ
ノ
高
原
や
も
み
じ
池
、
道
の
駅

マ
キ
ノ
追
坂
峠
な
ど
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
が
対
象
で
、
好
き

な
場
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。

月

下
旬
に
見
頃
を
迎
え
、
延
長
約
２
・
４

㌔
に
わ
た
る
約
５
千
本
の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
並
木
が
レ
ン
ガ
色
に
染
ま
る
景
色
も

見
逃
せ
な
い
。

　
琵
琶
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

（
ビ
ワ
イ
チ
）
や
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
気
軽
に
観
光
す
る
人

に
も
お
す
す
め
で
、
心
地
よ
い
秋
風
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
同
市
の
自
然
を
楽
し

め
る
。

　
自
転
車
は
Ｊ
Ｒ
近
江
今
津
駅
、
近
江

高
島
駅
な
ど
の
観
光
案
内
所
で
レ
ン
タ

ル
で
き
、
Ｅ
―
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
を
除
き
他
の

窓
口
で
乗
り
捨
て
が
可
能
。

長崎市内各エリアが、かわいらしいイラストとともに各ピンバッジ
にデザインされている

　
京
都
市
は

日
か
ら
、
文
化
庁
移
転

を
記
念
し
た
秋
の
特
別
事
業
と
し
て

「
二
条
城
ま
つ
り
２
０
２
３
」
を
開
催

す
る
。

月
３
日
ま
で
。

　
目
玉
は
、
二
条
城
が
紅
葉
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
と
光
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に
包

ま
れ
る
「
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
　
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
　
秋
　
世
界
遺
産
・
二
条
城
」。ネ

イ
キ
ッ
ド
（
東
京
都
渋
谷
区
）
が
制
作

に
携
わ
り
、
重
要
文
化
財
の
唐
門
や
国

宝
の
二
の
丸
御
殿
、
内
堀
な
ど
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
彩
る
。

　
来
場
者
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
身
に
着

け
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
ア
ー
ト
と
し
て
ア

ー
ト
の
一
部
に
な
れ
る
体
験
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ（
別
途
有
料
）

や
、
華
道
家
元
池
坊
（
京
都
市
）
の
い

け
ば
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
秋
の
夜
長

を
心
行
く
ま
で
堪
能
で
き
る
。

　
一
般
拝
観
時
間
は
城
内
を
巡
り
同
城

に
つ
い
て
学
ぶ
「
二
条
城
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
」
、京
都
の
名
産
品
を
そ
ろ
え
る
店

舗
が
集
う
「
京
の
名
産
品
展
」
、二
の

丸
御
殿
障
壁
画
の
原
画
公
開
な
ど
を
実

施
。

　
一
般
拝
観
は
午
前
８
時

分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
午
後

６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
料
金
は

日
ま
で
の
早
割
で
一
般

１
６
０
０
円
か
ら
。

　
リ
ア
ル
忍
者
の
聖
地
、
三
重
県
伊
賀

市
と
滋
賀
県
甲
賀
市
。
忍
び
の
里
伊
賀

甲
賀
忍
者
協
議
会
は

月

日
、
忍
者

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
体
感
す

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
忍
者
百

人
衆
　
江
戸
で
伊
賀
／
甲
賀
の
気
配
を

探
れ
（
そ
の
七
）
」
を
東
京
都
内
で
４

年
ぶ
り
に
開
催
す
る
。

　
参
加
者
全
員
が
忍
者
衣
装
を
身
に
ま

と
い
、
上
野
恩
賜
公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
忍
者
忍
術
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
三
重
大
学
人
文
学
部
の
山
田
雄
司
教

授
の
案
内
で
、
伊
賀
・
甲
賀
ゆ
か
り
の

史
跡
を
歩
き
な
が
ら
探
索
す
る
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
伊
賀
市
長
と
甲

賀
市
長
も
参
加
。
出
陣
式
で
は
両
市
長

に
よ
る
「
伊
賀
Ｖ
Ｓ
甲
賀
」
の
手
裏
剣

打
ち
対
決
も
行
う
。

　
地
図
情
報
の
調
査
や
制
作
な
ど
を
行

う
ゼ
ン
リ
ン（
福
岡
県
北
九
州
市
）は
、

同
社
が
提
供
す
る
長
崎
観
光
サ
ー
ビ
ス

「
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
（
ス
ト
ロ
ー
カ

ル
）
」
を
展
開

し
て
い
る
観
光

エ
リ
ア
の
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
、
６

日
か
ら
県
内
の

「
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
Ｌ
」
シ
ョ
ッ

プ
で
販
売
し
て

い
る
。
長
崎
市

の
各
エ
リ
ア
の

魅
力
を
各
ピ
ン

バ
ッ
ジ
に
詰
め

込
ん
だ
。

　
同
社
は
、
日

本
全
国
の
狭
域

地
域
、
「
マ
イ

ク
ロ
エ
リ
ア
」

が
抱
え
る
課
題

に
対
し
て
、

「
移
動
情
報
」

と「
地
図
情
報
」

を
活
用
し
て
解

決
し
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
「
ゼ
ン
リ
ン
マ
イ
ク
ロ

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
提
供

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
長
崎
県
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
＆
観
光
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
Ｓ
Ｔ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
」
を
提
供
し
、
同
サ
イ
ト

で
王
道
の
観
光
ル
ー
ト
か
ら
再
訪
し
た

く
な
る
路
地
裏
ま
で
幅
広
い
観
光
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
は
、
旅
の
計
画
か
ら
公
共
交

通
、
観
光
施
設
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
で
き
る
。

　
今
回
販
売
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
ピ

ン
バ
ッ
ジ
は
、
同
サ
イ
ト
内
で
情
報
を

提
供
し
て
い
る
長
崎
市
内
を

エ
リ
ア

に
分
割
し
、
各
エ
リ
ア
を
象
徴
す
る
観

光
地
、
名
物
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
。
「
後
で
長
崎
の
旅
を
思
い
出
し
、

ま
た
長
崎
に
再
訪
し
た
く
な
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
商
品
を

展
開
し
て
い
る
」
と
同
社
。

　
価
格
は
１
１
０
０
円（
消
費
税
込
み
）

で
、
６
日
か
ら
「
①
長
崎
駅
・
宝
町
」

「
⑧
出
島
・
ベ
イ
サ
イ
ド
」
な
ど
６
エ

リ
ア
を
販
売
し
、
そ
の
他
エ
リ
ア
は
順

次
販
売
予
定
。
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
シ
ョ

ッ
プ「
長
崎
駅
前
店
」「
長
崎
新
地
店
」

「
長
崎
空
港
店
」
で
販
売
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
の
詳
細
はhttps://stl

ocal.net/

、
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
はhttps://stlocal.net/goods_li

neup/

。

　
栃
木
県
足
利
市
と
夜
景
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は

月
２
日
、

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ

で
、
「
夜
景
観
光
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３

ｉ
ｎ
足
利
」
を
開
催
す
る
。
同
サ
ミ
ッ

ト
は

回
目
で
、
同
市
で
の
開
催
は
２

０
１
７
年
以
来
２
回
目
。
共
催
は
市
観

光
協
会
、
足
利
商
工
会
議
所
。

　
自
治
体
な
ど
約
１
０
０
団
体
、
一
般

を
含
め
た
４
０
０
人
以
上
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
夜
景

観
光
の
成
功
事
例
発
表
、
日
本
夜
景
遺

産
認
定
授
与
式
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ア
ワ
ー
ド
の
発
表
・
授
与
式
が

行
わ
れ
る
予
定
。
サ
ミ
ッ
ト
終

了
後
に
は
市
内
夜
景
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
。

　
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

は
同
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
「
日
本
三

大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
、
足

利
織
姫
神
社
か
ら
望
む
街
の
夜

景
が
「
日
本
夜
景
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
夜
景
観
光
の
ま
ち
と

い
う
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
を
図
り
、
観
光
誘
客
を

促
進
さ
せ
た
い
意
向
だ
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
関
連
し
て
、


月

日
～

月

日
に
は
、
史

跡
・
足
利
学
校
や
鑁
阿
寺
（
ば

ん
な
じ
）
、
足
利
織
姫
神
社
を

会
場
に
し
た
夜
景
イ
ベ
ン
ト
「
足
利
灯

（
あ
か
）
り
物
語
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
高
松
市
の
高
松
港
エ
リ
ア
に
新
た
な

施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
高
松
駅
北
側
に
新
た
な
駅
ビ
ル
「
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
　
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
（
タ

カ
マ
ツ
オ
ル
ネ
）
」
が
２
０
２
４
年
３

月
に
開
業
予
定
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ

や
コ
ン
サ
ー
ト
、
展
示
会
な
ど
に
利
用

で
き
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
「
あ
な
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
香
川
（
香
川
県
立
ア
リ
ー

ナ
）
」
が

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。
四
国
・
香
川
の
玄
関
口
、
に
ぎ

わ
い
・
交
流
の
拠
点
に
新
た
な
魅
力
が

加
わ
る
。

　
タ
カ
マ
ツ
オ
ル
ネ
は
、
敷
地
面
積
が

約
５
２
０
０
平
方
㍍
。
延
べ
床
面
積
は

商
業
棟
が
約
１
万

平
方
㍍
、
駐
車
場

棟
が
約
５
４
６
０
平
方
㍍
。
商
業
棟
で

は
地
上
４
階
で
約

店
舗
が
入
店
す
る

予
定
。
建
物
の
外
観
は
瀬
戸
内
海
の
穏

や
か
な
海
の
ゆ
ら
ぎ
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

外
壁
に
は
島
々
を
表
現
す
る
。
４
月
に

決
定
し
た
施
設
の
名
称
は
、
西
日
本
で

「
い
る
」
を
「
お
る
」
と
言
う
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
。

　
あ
な
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
香
川
は
、
瀬
戸

内
海
、
街
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
１
枚

の
大
き
な
屋
根
で
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道
施
設
を
つ
な
ぐ

外
観
が
特
徴
。
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
固

定
席
は
中
四
国
最
大
級
の
５
０
２
４
席

で
、
イ
ベ
ン
ト
の
形
態
に
合
わ
せ
て
移

動
式
可
動
席
を
配
置
で
き
、
最
大
収
容

人
数
は
１
万
人
。
室
内
競
技
の
国
際
大

会
や
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ

ー
ト
か
ら
、
国
際
会
議
、
展
示
会
な
ど

の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
拠
点
と
な
る
。

　
高
松
港
エ
リ
ア
は
、
こ
れ
ら
の
新
施

設
を
交
え
て
、
歴
史
や
文
化
を
体
感
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
の
散
策
が
魅
力
だ
。

　
国
指
定
史
跡
の
「
高
松
城
跡
　
玉
藻

公
園
」
は
、
か
つ
て
の
讃
岐
国
領
主
・

生
駒
家
、
高
松
藩
主
・
松
平
家
の
居
城

だ
っ
た
高
松
城
の
跡
地
を
整
備
し
た
公

園
。
高
松
城
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
水
を

引
き
込
み
、
日
本
三
大
水
城
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
、
園
内
に
は
月
見
櫓
、
披

雲
閣
な
ど
の
国
の
重
要
文
化
財
も
多

い
。

年
に
は
、
戦
時
中
の
空
襲
で
焼

失
し
た
桜
御
門
が
再
建
さ
れ
た
。

　
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
歴
史

博
物
館
と
美
術
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ

総
合
施
設
。
香
川
県
の
歴
史
を
大
型
の

展
示
物
や
映
像
で
紹
介
し
て
い
る
ほ

か
、
弘
法
大
師
空
海
の
資
料
、
高
松
松

平
家
の
資
料
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
な
ど

香
川
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
美
術
作

品
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
足
を
延
ば
せ
ば
、
国
指
定
の

特
別
名
勝
「
栗
林
公
園
」
が
あ
る
。
広

さ
約

㌶
に
及
ぶ
国
内
最
大
の
文
化
財

庭
園
。
紫
雲
山
を
背
景
と
し
て
、
六
つ

の
池
、

の
築
山
、
約
１
４
０
０
本
の

松
、
奇
岩
・
怪
石
な
ど
が
巧
み
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。
公
園
内
の
南
湖
は
和
船

で
遊
覧
で
き
る
。


